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茨城高専、創立 60 周年記念事業の一環としてＪＸ金属と初のネーミングライツ契約を締結 

愛称「ＪＸ金属つながる〜む」誕生 

 

茨城工業高等専門学校（以下「茨城高専」）と、ＪＸ金属株式会社（以下「ＪＸ金属」）は、同校図

書館棟 1 階に所在するセミナー交流ルーム（延べ面積 218 ㎡）のネーミングライツ事業に係る

契約を締結いたしました。2025 年 3 月 1 日から 2028 年 2 月 29 日までの 3 年間、本施

設は愛称「ＪＸ金属つながる〜む」として運用されます。今回の契約は、茨城高専における学校

施設へのネーミングライツ適用が初めてであるのみならず、高等専門学校としても東日本で

は初となる先駆的な取り組みです。 

 

■「ＪＸ金属つながる〜む」が誕生！ 

正門に近く、校内で最も目立つ図書館棟 1 階のセミナー交流ルームは、授業、各種イベント、

自主学習など多岐にわたる用途で活用されています。今回の新名称「ＪＸ金属つながる〜む」に

は、茨城高専とＪＸ金属、そして施設利用者同士の「つながり」を象徴する意味が込められてい

ます。また、ＪＸ金属が半導体材料をはじめとした、世界を「つなぐ」先端素材を開発・製造して

いる企業であることにも由来します。契約に基づき、対象施設内の窓や柱には、ＪＸ金属ＰＲ大

使の「カッパーくん」をあしらったオリジナルデザインのサインが掲示され、半導体回路などの

モチーフを取り入れたグラフィックが未来志向の連携を視覚的に表現しています。 

 

■ネーミングライツ締結に至った背景 

茨城高専は、創立当初から企業との連携を重んじ、その伝統を着実に受け継いできました。

創立 60 周年という歴史的な節目を迎え、これまでの歩みを振り返るとともに、今後は教育環

境のさらなる充実と産学連携の深化が一層求められる時代となっています。 このような背景

から、教育環境の充実に資する財政基盤の確保および地域連携の強化を目的に、ネーミングラ

イツ事業に着手する運びとなりました。 本事業を通した企業からの支援により、最新設備の

導入や実践的な学習機会の提供など、充実した教育環境の整備を進めることができます。さら

には、学生と地域の企業との結びつきを深めるきっかけにもなり得ます。 

 

ＪＸ金属は、日立鉱山を源流とし、半導体材料をはじめとする先端素材の製造・開発から、資

源開発、製錬、金属リサイクルまでグローバルに展開している会社です。 現在も日立市・北茨

城市に主要拠点を有し、さらに茨城高専キャンパスも所在するひたちなか市において県内 3

つ目となる大規模工場の新設を進めています。 茨城県は事業運営上の重要拠点であるとと



もに、その地域自体の発展や茨城県内で活躍する人材の育成を同じく大切に捉えています。ネ

ーミングライツを通じて、茨城高専の学生および地域の皆様に当社を広く知っていただく機会

を創出すると共に、未来のエンジニアの育成に貢献したいと考えています。 

 

■オープニングセレモニー開催 

2025 年 3 月 5 日（水）に実施されたオープニングセレモニーでは、まず茨城高専校長 鈴

木 秋弘氏とＪＸ金属 ひたちなか事務所長 久保木 陽央氏がそれぞれ挨拶を行い、茨城高専

とＪＸ金属が目指す未来のエンジニア育成や地域連携の強化について熱い思いを語りました。

双方代表のメッセージを受けた後、テープカットと記念写真撮影を実施し、正式に「ＪＸ金属つ

ながる〜む」のスタートを切りました。 

 

＜テープカットの様子＞ 

 

 

茨城高専とＪＸ金属は、双方の強みを活かし、未来のエンジニア育成および地域社会への貢

献に向けた取り組みを一層推進してまいります。 

 

以上 

 

■本件の問い合わせ先 

茨城工業高等専門学校 総務課 TEL: 029-271-2807 

ＪＸ金属株式会社 広報・ＩＲ部 TEL:03-6433-6056 

 

tel:03-6433-6056


＜「ＪＸ金属つながる～む」サインの紹介＞ 

    

教室入口ドアへのサイン           教室内中央 支柱へのサイン 

 

 

教室窓へのサイン 


